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地上の星に寄せて

ス

ト

レ

ス

を

楽

し

み

脳

の

活

性

炉

円
ｏ

戦
後
豊
か
な
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、

過
去
半

世
紀
の
間

に
日
本
人
の
平
均
寿
命

は
、

一二
十
年
以

上
も
延
長

し
ま
し
た
。

本
ラ
や

「
人
生
八
十
年
」
と
い

わ
れ

い
つ
し
か
わ
が
国
は
、

世
界

一の
長
寿

国
に
な

っ
て
い
た
の
で
す
す

こ
の
傾
向
は
、

〈
ラ
後
さ
ら
に
続

く
と
思

わ
れ
ま
す
。

少
し
あ
た
り
を
見

ま
わ
し
て

み
て
も
、

八
十
歳
　
九
十
歳
で
す
こ
ぶ
る
元
気
と
い

う
お
年
寄
り
は
何
人
も
お
ら
れ
ま
す
。

私
自
身
も
、

も
う
す
ぐ
九
十

一歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
が
、

現

役
の
医
師
と
し
て
、

ま
だ
ま
だ
働
き
続
け
る
で
し
ょ

う
ｃ

九
十
歳
を
起
え
た
け
れ
ど
も

ま
だ
や
っ
た
こ

と
よ
り
も
や
ら
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
た
く
さ
ん
あ

る
、

そ
ん
な
気
持
ち
で
日
々
新
た
で
す
。

以
前
私
は

「
六
十
歳
の
新
人
宣
言
」
と
い
つ
本
を
書

き
ま
し

た
。

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

コ
（
十
歳
は
老
人
で
は
な

い
。

い
や
あ
な
た
の
本
当
の
人
生
が
始
ま
る
再
ス
タ

ー
ト
の
時
だ
」
と
い
つ
も
の
で
し
た
。

今
ま
た

「
人

生
百
年
」
の
も
の
さ
し
か
ら
考
え
る
と
、私

が
訴
え

た
ど

」
と
が
ま
す
ま
す
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
い

ま
す
。

工（
十
年
は

「
人
生
百
年
」
の
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

に
す
ぎ
ま
せ
ん
ず
」
の
た
び

「
人
生
百
年
」
の
視
点

か
ら
、旧

者
に
大
幅
に
手
を
加
え
、

再
編
集
し
て
世

に
問
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
意
味
で
、

本

書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
６。
」
と

「
１００
」
と
い
２

一つ
の

数
字
で
す
。

あ
な
た
の
人
生
の
大
き
な

目
安
と
な

る
数
字
で
す
。
さ
て
、

ラ」
の
本

の
読
者

の
中
で
「
過

ざ
去
っ
た
現
役

時
代

は
幸
せ
に
生
き
ら
れ
た
」
と

回
顧
で
き
る
方
は
ど
の
く
ら
い
お
ら
れ
る
で
し
ど
つ

か
。

み
な
さ
ん
の
多
く
は
、

前
半

の
人
生
を
夢
中

に

暮
ら
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ

れ
が
や
っ
と
現
役
の
重
荷
を
解
か
れ
た
の
で
、
ラ↑
れ

か
ら
先
六
十
歳

か
ら
の
生
活
は
少

し
ゆ
っ
た
り
と

暮
ら
し
た
い
な
、

と
思
わ
れ
る
方
は
少
な
か
ら
ず
お

ら
れ
る
で
し
き
つ
。
し
か
し
け
っ
し
て
六
十
歳
で
現

役
の
人
生
が
終
わ
る
わ
け
で
わ
な
く
、

こ
の
年
齢

を
超
え
た
後
半
の
人
生
こ
そ
は
、

あ
な
た
方
が
自

由
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
希
望
の
あ
る
人
生
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
い
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

私
は
、

み

な
さ
ん
の
中
に
は
、

機
会
が
な
か
っ
た
た
め
に
せ
っ

か
く
の
よ
い
遺
伝
子
も
陽
も
目
を
見

ず
に
そ
の
ま

ま
潜
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ

こ
で
私
は
六
十
歳
こ
そ
は
人
生
の
ゲ
ー
ム
の
ハ
ー
フ

タ
イ
ム
で
あ
る
こ
と
に
み
ん
な
が
気
づ
き
、

予Ｃ
の
機

会
に
、第

一
一の
人
生
が
幸
せ
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、

後
半
の
人
生
に
想
い
を
か
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

自
己
を
開
発
す
る
後
半
の
あ
な
た
の
人
生
の
主
体

は
、

あ
な
た
自
身

で
す
。

あ
な
た
が
勇
気

と
希
望

を
持
っ
て
生
き
ら
れ
る
第
二
の
人
生
の
旅
踏
は
、

成

熟
へ
の
上
が
り
坂
で
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
ほ
し
い

の
で
す
。

人
生
再
出
発
の
時

二
（
十
歳
を
も
う
超
え

ら
れ
た
方

、
遠
か
ら
ず
こ
の
年
が
く
る
こ
と
を
意
識

さ
れ
て
い
る
中
年
の
年
代
の
方
々
に
、

私
は
本
書
を

ぜ
ひ
参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い

一
生
懸

命
書
き
ま
し
た
。

あ
な
た
の
人
生
を
あ
な
た
が
デ

ザ
イ
ン
で
き
る
と
い
つ
こ
と
は
、

何
と
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
想
い
こ
そ
は
、

あ
な

た
を
幸
せ
に
若
返
ら
せ
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

思
え

ば
私
は
二
十
九
歳
の
と
き
、

日
本
で
初
め
て
の
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク

「
よ
ど
号
」
の
機
内
に
四
日
間
約
束
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
四
日
め
の
開
放
の
日
を
区
切
り
に
、

私

に
は
本
当

の
第
二
の
人
生
が
与
え
ら
れ
た
こ
と

を
こ
よ
な
く
感
謝
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、

私
が
私
を

ブ
雲
ア
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で
き

る
第
二
の
人
生
を
、

勇
気
を
持
っ
て
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
と
決
心
し
た
の
で

し
た
。

私
の
場
合
、内

な
る
自
分
を
開
発
す
る
喜
び

の
中
に
、

そ
の
後
半
も
過
ぎ
去
り
、〈，

や
、み

な
さ

ん

か
ら
い
え
ば
満
九
十
歳
と
い
つ
第
二
の
人
生
に

突
入
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
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現7E、里路加日探病院理4`長 何名督杭皮 空路加

舌護大学Fl車F支 同名誉字貞.99年【化功労を‐

早くうち 血l■の自己測定運動など地域の健康逆

動 ターミナルケアの普及 医学教育 行れ教育なた

に力を尽くしてきたtまた 成人病は思い習慣によ

ってつくられるものであるということかう「習慣Hrt

という呼び方を提唱じ 健診による 1次予防よりも

よい習慣づくりで病気を予防することが大手と呼び

力けてきた.

年
が
明
け
た
と
思
っ
た
ら
、す

で
に
我
が
家
の
窓
か
ら
見
え
る
桜
は
満
開
。

こ
の
数
日
の
強
風
で
花
の
鉢
や
洗
濯
竿
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
、

土
挨
が
い
つ
に

な
く
多
い
。

こ
―
ス
で
、

日
本
に
も
ゴ
ビ
砂
漠
か
ら
の
黄
砂
到
来
を
知
り
、

ホ
ー
ス
で
水
を
撤
き
ベ
ラ
ン
ダ
の
掃
除
を
開
始
。

挨
ぽ
い
掃
除
が
終
り
、

ホ
ッ

と
空
を
見
上
げ
れ
ば
、

月
が
燈
々
と
地
上
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。

や
抑隣
現
“押炉戒
銘
隠
端
甚
愛
強”翼
中
築
犠

が
、

控
え
め
に
喋
る
声
が
妙
に
耳
触
り
良
い
。

そ
の
印
象
を
メ
ー
ル
で
送
る

と
、

カ
ラ
オ
ケ
で
一度
、

歌
を
聴
い
て
欲
し
い
と
返
信
が
返
っ
て
き
た
す
」ん
な

に
も
早
く
心
を
割
っ
て
く
れ
た
嬉
し
さ
に
、

海
外
出
張
の
直
前
で
目
白
押

し
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
を
空
け
、が

」両
親
も
誘
つ
て
カ
ラ
オ
ケ
に
出
か
け
た
。

彼
の
曲
目
の
選
択
が
気
に
入
り
、

唯
一歌
え
る
中
島
み
ゆ
き
の
「
地
上
の

星
」
を
彼
と
ジ
ュ
エ
ッ
ト
し
た
。

私
を
よ
く
知
る
仲
間
か
ら
、

い
つ
ま
で
も
ロ
マ

ン
チ
ツ
ク
な
気
質
が
抜
け
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、

日
常
生
活
を
離
れ
た
い
時
、

ベ
ラ
ン
ダ
で
こ
の
歌
を
回
ず
さ
み
な
が
ら
空
を
仰
ぐ
の
が
好
き
。

す
る
と
ス

―
と
一個
の
星
に
な
り
、

天
空
か
ら
地
上
を
見
下
ろ
す
自
分
が
い
る
様
な
気

分
に
浸
れ
る
。

昨
秋
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
院
で
宇
宙
工
学
の
修
士
課
程
を
終
え
た
道
方
望

都
は
、宇

宙
飛
行
士
に
な
る
夢
を
実
現
す
る
た
め
、

Ｐ
ｈ
ｄ
（博
士
号
）
の

勉
強
を
続
け
な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
就
職
先
を
探
し
て
い
る
最
中
。

読
書

中
の
本
は
立
花
隆
著

宇
宙
か
ら
の
帰
還
。

帰
還
し
た
宇
宙
飛
行
士
の

中
に
は
宣
教
師
に
な
っ
た
り
し
て
、

生
き
方
を
大
き
く
修
正
し
て
い
る
者

が
多
い
そ
う
だ
。

彼
ら
は
宇
宙
で
何
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
？
人
類
と
し

て
初
め
て
宇
宙
飛
行
を
成
し
遂
げ
た
、

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
ガ
ガ
ー
リ
ン
飛

行
士
は
帰
還
後

コ
宇
宙
に
は
神
は
い
な
か
つ
た
」
と
言
っ
た
が
．）神
と
ま
で
は

言
わ
な
で
Ｌヽ
も
、

地
球
を
離
れ
転
地
先
の
宇
密
か
ら
地
球
を
見
下
ろ
し

た
時
、

俗
世
を
離
れ
た
宇
宙
飛
行
士
が
何
か
に
感
じ
入
っ
た
事
だ
け
は

確
か
。

留
学
を
転
地
療
法
と
位
置
付
け
た
実
践
も

２０
周
年
を
終
え
た
。
＞」の
実

践
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
す
る
事
か
ら
後
ず
さ
り
で
き
な
い
所
に
立
っ
て
い
る

自
分
を
、

改
め
て
見
直
し
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
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W舶‖冊d lll m酬‖町
毎朝6時にシャワー代わりに海で泳いで、午前中は皆で大事な結の掃除。

掃除すらも何故か不思議なくらい楽しか・た。そとてTOpSali(マスト)

登つて帆を張つて新しい島が見えた時の感動は半瑞でなかった。島で

は皆と大暴れしまくって、始に戻 り帆をたたみ終わって見上げた時の

夕日がただ言葉にならない程の美しさを詩っていた。飯の時間は一日5

食ッ。交代でやるNIGHT WATCllINGの 時間も、夜2時くらいに起こさ

れてウトウトしながらもあのNZの 陸から見える星達よりも一層際立っ

て美しく見えるあの星空に目を覚ます.360Cパ ノラマの ま さに圧巻

だつた。明日自分達がどこに辿 り着き 何 をするかなんで知ったこっ

ちゃない。そんなの明日になればわかる人だ。 た だ毎日ドキ ドキワ

クワクが止まらなかった。そんな自分の気持ちに率直に笑い続けた。

最後皆と,Uれる時は思うがままに泣きじゃくったよ。 た だそれでも

『waにh mel rm smⅢlngJて泣さながら実ってたけどねこ

絶 十



l wy理′……百、十一… ナ… …
ホームステイでは、始めの頃は本当に気を使つてしま,て 、何をするにも遠慮 し

ていました。そのホストが気に入つてて、余計に好きだから気を使つていたか

も cで も、長い問お世話になってると、ホストとの付 き合い方などt、字んで

いって、それほど苦痛じゃなくなりました。学校では、先生連が人として良い

人ばかりだし、日本の学校の先生と|ま仲が良くても 学 校で話す程度だけど、

家に招いてもらったり、優 しい人ばかりでした。授業も自由な感 じで、発言す

る事が多くて、自分から進んで答えを言つて行 く様な環境なので、初めの内は

戸惑いとかがあったけど、今では恥ずかしがらずに発言できる様になりました。

権な気がします。もしも留隼していなかつたら、平I Lを

高校生活とか、勉強に追われるだけの生活を

びました !それに、すこしづつだけど、精神年怖も大きくなって行つた

日本だったら)ク ラスで発言する事が耽すかと,

い事の様に思われがちだけれど 今 てはそれか

変な事に思われます。ニュー↓―ラントに留学 し

てから、3ケ月程で約15センチくらい身長が伸

坂 上 千 明

2月から国立テームズ高校2年l_編入

高校にブ、ったものの受験の延長上に学

習や部活に追われる毎日が続き、それに

掟れたのか、足が遠のいてしまい、半

年間葛藤している子を見て、親として

何をしてあげればいいのか私自身も葛

藤の毎日でした。親が進めた学校だっ

たので親への反抗心もあり、親子の気

持ちがす才tちがう日々でした。とにか

く外の空気をすわせたい、環境をかえ

させてあげたい、しばらく親や学校か

らはなれ、のんびり自分のことをみつ

めさせたい…その思いの日が続き、あ

るときネっと立ち寄つた本屋で居場所

探しの本が目にとまり留学が転地療法

になるという難波先生の記事を読み、

とりあえず何かに当たってみようとい

う気持ちで電話をしました。さっそく

難波先生から送られてきたバンフや会

誌をさりげなく見せ母親自身 独 身の

ときに旅行で訪れたことのあるNZの

自然、気候のよさ何より人々がのんびり

ゆつたり生活している、それに人情味の

ある日本人に共通するところにも魅せ

られたことを話しましたcち ょつと娘

自身も環境をかえたい、親から自立し

たいという気持ちが強くなつていたと

ころにタイミングよく話ができたのか、

翌日妹にこっそりそ予こうかなと言い出

し、何も決まっていないのに友達に

NZに 留字するかもとメールをしてい

たと聞き驚きました。意外な展開に親

の方がびっくりしたぐらいで 6難 波

先生との面談に東京に出向くのも自分

から決め、初対面の先生には、今まで

親には見せなかった面まで卒直に出し

たそうです。まずとりあえずショート

ホームステイでもしてちょっと旅行 し

てみて、自分に合えば、一年と考えれ

ばいいと思っていたのに 既 にその日

に一年FED行きたいと言ったのに少々驚

きと迷いがありましたが 「お母さん、

この子なら大文夫 120年間いろいろな

子の留学の手助けをしていてわかる、

娘さんの気持ちは本物、やっていけま

すよ !」の難波先生の言葉に大いに励

まされ、任せようと思いました。ラッ

キーなことに娘が希望 しているNZで

世話になるえり子先生が lヶ月後に日

本に来',れて、戻るときにいぅしょに

運れていって Fき るということで話は

進みまし′i.6月 24日、えり子先生に

成田で会い親子でうま〈お互いの気持

ちを言えないまま、託すことになった

のは′じヽ苦しかつたのですが、娘自身が

決定 したことそれがいちばん大切と思

い旅立たせました。EVAの 先生から最

初の敬日はかなり緊張 していて、ごは

んもあまり食べられなかった力S、だん

だん慣才Lてきて順調にいっていること、

学習面で数字がとくいでEVAの 先生

が感心 していることやあの娘の性格を

ちょつびリラ▼イだけどとでも気持ち

のかわいらしい子ですねというメール

をいただき、あの子のよい面を見ても

らえている、あの子を認めてくれてい

る人たちが周 りにいるということがと

ても嬉しかったです。2‐3カ月絶って

からは毎日30分 ほど話をすること力S

ありました。それも娘から話すことが

多くなりました。でも、難波先生やえ

り子先生がいて下さり私 も娘 もどう

してV い`かわからなくなったとき2人

から適確なアドバイスがいただけて本

当によかつたです。親にはつい我がま

まがでてしまうけど、2人の先生から

のアドバイスは率直に開けたようでし

た。先日もホストの人がEVAの 行事

によくいつしょに参加してくれること、

娘がネストの息子をとてもかわいがり、

その子も娘によくなつきホス トファミ

リーとEVAの 生徒の交流が、とでもう

まくいぅているパターンですとのメー

ルをいただき、人間関係の上でも本当

に成長したんだなと思いました。今ま

ではEVAの アットホー″、な雰囲気で先

生たちに常に見守ってもらえてのびの

びとやってこられたのが、この2月か

ら現地の高校に転入してきつとまたい

ろんな壁にぶち当たることと思います。

でも娘の持つている粘 り強さでひとつ

ひとつ越えていってほしい、親として

は、遠く離れている日本からエールを

送るしかありませんが。

送っていた様な気がします。

Dcar卜4ichi

in New Zealand

水ス トフアミリー宅にて

酒井 亮

此方に来てから6ケ月が経ち、心身の

パランスが戻つて来ましたので、ニュー

ブランドIFりを送 ります。ホス トフアミ

リーは、この言葉の通り、果国の地でま

さに家族と呼べる人連ですぐ誰よりも長い時間を一結に過ごす人連であ

り、生活面、語学の事はもちろん、他にもいろ, ろ`な面でサポートをし

てくれます。私の場合は、車まで貸してくれましたが こ れは、なかな

か無い事だそうですね。休みの日に、近くのビーチに連れて行ってく才t

たこともありました。初めて来た外国の地で、不安いっばいの私を支え

てくれた事に、とても感謝しています。さてEVA校 は常時、約 20人 ぐ

',いが英語を字んでいる学校で、大きな学校ではありませんが、その分、

とても家族的な雰囲気があります。先生やスタッフの人達もフレンドリ

ーで、親 しみやすい人達ばかりです。授業のやり方も非常に工夫されて

いて、生徒を飽 きさせないように、金曜の午後は、アクテイビテイーの

時間でニュージーランドならではの体験ができます。たとえば、乗馬、

射撃、スキユーバダイビング、金鉱探検なとcな んだ、それなら他の場

所でも出来ることばかりじゃないかと、思うかもしれませんが、自然の

豊かなニュージーランドでやる事に意味がある事が体感できます。とに

かく今は、かけがえのない経験をしている最中です.イ ンターナシヨナ

ルロッジに引越 しして一ケ月になりますが、ここは自由な代わりに、す

べてを自分でやらなければなりません。特に大変なのが料理です。料理

は殆んど出来なかったけど、その気になれば1可とかなるもので、今では

毎日、自炊をしています。ロッジには他の話学学校の生徒や事業生、旅

行者なども滞在 していて、いろいろな国4)人進と交流てきるのは良い経

験になつています。ホス トファミリーやEVAの 先生は、私の英語のレベ

ルを知つているので、分かりやすく話してくれますが 特 に旅行者など

はそういう訳には行きません。でも、英語を学ぶ環境としては、良い場

ま :ヽと足Ⅲ まヽギ. と、 まあこん

な感じで英語と料理に奮闘して

いる毎日です||では、近いうち

に第2便を送ります。

English Voyage Acadelmy

難波三津子先生とは、ある会合で昼食のテ

ーブルがたまたま向かいだったというご縁

で知り合いになりましたc海外で環境を変

えることによつて子供たちは大きく成長し

ますよという先生のお話を興味深く開かせ

ていただきました。家に帰って話したとこ

ろ、大学1年の娘が是非ニュージーランド

に行きたいとヽヽうことになりました。彼女

は希望する大学に入つたものの、今後の目

標を見失つていました.新 しい自分を見つ

けたt とヽ思つていたところにニュージーラ

ンドヘの語学留学の話が飛び込んできたの

です。1週間後には難淡先生と直接会って

留学の話を決めてきました。そして1カ月後

の11月 1日にはもうニューブーランドの

フイティアンガにあるEVAに 入学してい

ました。それから3ケ月、手紙や電話での

やり取りはありましたが、ニュージーラン

ドはいいところよ、お父さんも是非来てみ

ない?という娘の誘いに乗って、私は今年

の1月20日に日本を出発しました。それか

らまるll日 間、娘と二人だけのとても充

実した旅行をさせていただきました。私の

旅行の目的は、 一つにはニュージーランド

の壮大を自然に出会うことと現地の人と触

れ合うことでした。二つ目の目的は、今後

の進路について娘の相談にのってやること

でした。しかし旅行のあまりの楽しさに、

二つ目の目的は全く果たせませんでした。

ニュージーランドでの旅行の楽しさはい(

ら話してもきりがありません。どこの町に

もインフォメーションセンターがあり、丁

掌にいろんなことを教えてくれますcバ ス

や列車の予約、ホテルの予約等ほとんどを

そこで決めました。旅行を通じて 現 地の

人々が自然を本当に大切にしているという

ことに感動しました。そして一番感動した

ことは 皆 とてもフレンドリー〔最後には

ニコット微笑んでくれることでした。私た

ちの旅行を最高のものにして〈れたのは実

はこのニコノです。3ケ月前に娘が初めて

生活L始めたときには、ホームステイ先の

おばきんの話しが速すぎてよく聴さ取れな

いと半ベソをかいて電話をしてくることも

ありました。それがうそのようにリスニン

グカがついているのには私も驚きました。

現地の人の話していることがよく理解でき

ているのです.ニ ュージーランドに限りま

せんが 外 国へ行こうとする若い人たちの

目的は人によつていろいろでしよう。英語

を勉ltしたいという人もいれ|ゴ、スキルを

身につけるために行くという人もいるでし

ょう。日本の学校になじめなかつたので環

境を変えるために行くという人もいるでし

ょう。どんな目的であれ、やはり日本を離

れて生活するということは大変です。それ

ゆえにとても大きな自信と誇りを身につけ

ることは間違いありません。ニユージーラ

ンドには、今の日本が失ってしまった大切

なものがたくさん残つています。若い人た

ちには是非このニュージーランドの素晴ら

しきを体感して欲しいと思います。4月に

は今度は妻が娘に会いに行つてきます。妻

も成長した娘に会うときつと驚くことだろ

うと私は密かに楽しみにしています。娘に

素晴らしいチャンスと環境を提供してくだ

さ」た難波先生には″じヽから感謝申し上げま

す。ありがと ごヽざいました。



CSに 3ヶ月の社会人留学

根岸 幸

40代 にして 1カ 月英国ホームステイに飛び立つ

山中みすえ

ませんでした。また、とラリー先生とづ 対

一レッスンでは、私の仕事であるマーケテイ

ングに関する話題について、初′ぶ者英語な

がら話しあうことができ、貴重な時間でした。

それから、ぜひ言っておきたいのが、ICSで

紹介されたホームステイ先のジェーン1客で

はなくその家の子供になるつもりで飛び込

んだのですが、大成功。思いやりがあって

感性豊かでラフコサーな女性だったのです。

いっしょに庭の阜を見ながら食べた朝食c

朝や夕方の微妙な空の色の移り変わりを

味わつた。おしゃべりしていて遅刻しそうに

なつたりもしたっけ。冬の澄んだ冷たい空気、

暖かいひざ掛け、庭に来る鳥の声を、今で

もすぐそこに感じることができます。ジェーン

のおうちは私のもうひとつの家です。さて

問題の英語力ですが、イやリスにいる間は「上

連しない～Jと嘆いていましたが、日本に帰

って近くの英会話教室に行つたら、前よりわ

ず力■こ話せるようになっていた 気 がします。

ボキヤブラリーも自然と増えたかしら。なによ

り、英語を話したり聞いたりが楽しいのです。

ミッチー、ICSの ヘレン、リチヤード、ヒラリー。

そしてジェーン。高校のときからの英語の

苦手意識力ヽ つヽのまにかなくなっていました。

ありがとうございました。

ビクトリア市立スペクトラム高校校長賞

蔵績優秀賞を受賞  江 原 悠

iCsほ にて

英国留字を決めたのは、飛ぶ一ケ月前。寝

言の様 に言っていた、夢の様な留 学がミッ

チーの一言で、一ケ月先の予定に変わった。

留学をしたかつた自分だが、行き先はドイツ

語圏だと思つていた。習いたい演 出家がド

イツ人だつたからだ。そんな彼が言 った。「ド

イツ語よりも、英語をやれ。」と.英語力`出来

ない事への不安は 驚 くほど無かつた。勉

強していないことが出来るわけがないとい

う開き直りからか、生まれ持つた図々しさか

らか 。勉強する間も無く、海を越えた。最

初は何一つ分からなかった。クラスの中で

紡電な英語を喋るのは先生だけで、クラス

メートはその母国の訂しりを持つて喋る。自分

も、その一人だつたのだろう。通しない時は

何度も言い、聞き取れない時は聞さ返す。

分からない事に領いて、理解したように考

えた振りをするのは三日で止めた。分から

ない事は分からないと言い、授業の流れを

止めることに、「こんなのも分からないの?J

と思われる事など無視して開いた,先生が

私でも分かるような英語で話してくれたの

は嬉しかつた。なは決して私が分からない

単語をズラズラ並べたりすることは無かった。

誰もが知る言葉を使い 話を組み立てて(

れた。そして私も、自分の持つ単語だけで

話を組み立てた。頭で考えることがあるとし

たら[どうしたらこの少ない言葉で人に伝え

られるか]と言うことだけで、後は何にも考え

ずに、頭にあることだけで言舌した。聞くのもま

た同じだった。はつきり言って皆が皆先生

のように話してくれる訳じやない。知らない

言葉を多く喋る人たつていつばいいる。そ

れでも理解が出来たのは、その人が口にし

た自分の知っている単語を聞き取り、その

人が何を言いたいのかをその数個の単語

から想像したにすぎない。それでも先生は

飲み込みが早いと言い、ホストマザーも「日

に日に上達している と言ってくれた。進歩

は決して目に映る物では無いけれど、人と

の会話が厚みを増し、それを実感した。帰

国後、良く聞かれる。「英語喋れるの?Jの

一言。うなずける程喋れた自信は無い。さ

つと自分の言葉は子供の様だったに違い

ない。それでも、日を閉ざすよりも、声にし英

語を喋つた。喋らなかったら自分の存在は、

あって無い様な物だったに違いない。一言

一言が自分の一片一片を表現、形作る。

言葉は人と人をつなげる術であり、音楽を

表現する楽器のように、自分を表現するモ

ノだと思う。それが 私 の中の言葉だ。

庭のえ を見なが ら

朝食 を食べていたテーウル

転職が決まり、ほかんと空いたlヶ月。憧れ

だったイギリスにホームステイしよう、とミッチ

ーに相 談してから日本 を出 国するまで、わ

ずか2週 間でした。準 備 はミンチ~の おか

げで順調に進 み、またノーリッチの英語学

校ICSは 、ヘレン枝 長 が 人格 的にすばらし

い方と開いていたので全くし、配はなかつた

のですが、なにせ40代 半ばの初 めての海

外ホームステイ。外 国 人にPRで きる特 技な

し、料理ダメ、英語初心 者のハンデ ィを背負

ってのイギリス入りでした。行ってみてびっく

り、英語の開き取れ なさは想 像以上。愕 然

としました。でもそれを救 ってくれたのはIC

Sの 先生たち。私の 英 語 レベルのちょっと

上くらいに合わせてくれるワザはさすがでし

た。この私でも、リチヤ ド 先生の話す英語

がわかるし、話 せるし、外 国から来 た生徒

たちとお互い理解 しあうことさえできる授 業

だったのです。毎 日の授 業 が楽しみでなり

紹介の順序

1 女 性に男性を 2 年 長者に年少者を

3 日 上の人に日下の人を

4 先 輩に後輩 を 5 既 婚者に未婚者を。

例えば、50歳の未婚男性に20歳の既婚女性を紹介するときは、

この様な一般原則を舛 し 性 別は気にせず、2と3を基準にするのが適当【

professional

a)Hざs a prOfcsttonal(彼はプロだ)

b)Shごs a prOfesSona(彼女はプロだ)

わ ではHeが医者か弁護士を意味するが、b)ではその可能性はなく、

彼女は売春婦 であると言う事である。この様な曖味さをフと、酉Bする場合は

Hc /ヽSheis a profesSon31略Wyerとか具体的な職業名をつけるべし。

冬休みが明け、一学期最後にあるプロビン

シャルテストに向けて学校は準備に入って

V まヽす。そうですねえ、honour roHに名前が

載つたのはなんでなんでしょう。苦労はしま

したが、単純なことしかしていません。言っ

てみれば、預固、生真面目、完壁主義など

から来るものではないでしょうか。要するに、

僕の性格だと思います。学校生活が不安

だからこそ、完壁主義のままでいた方が良

いと思いました。今もそう思つているのかも

しれないけど、最近は怠けています。僕が

やったことは、宿題を提出日に提出し、プロ

ジェクトを終わらせ、課題を終わらせただけ

です。わか',ないことがあれば、知つている

人に聞さました。HOr、our ro11に載るための

定義の様な物は、基準の成績を取るだけ

なので、単純なのです。9月、まだ慣れない中、

これ力う先やっていけるのかどうか自間し

たとき、just dO■としか思いませんでした。

だめだと思つてやめたら、状況は悪くなります。

やるとか他にないのです。引き返せないわ

けですから。僕の状況は崖っぶちなのかも

しれません。この留学を成功させなければ

行き場はないのです。今の成績、「良い方J

になんとかしがみつくしかないのです。11月、

成績をもらったとき、honOur rollがなにかよく

わかりませんでしたが、良いことではありそう

だと思っていました。知り合↓対こメールを送り、

それがイ可かわかつたとき、ほっとしました。グ

レードlo,卒業まで2年と数ケ月、まだ始まっ

たばかりです。中学に入り、最初の成績が

良かったくちいで、これから先が大文夫と

V うヽことはありません。受験で落ちることもあ

るでしょう。不登校になるかもしれませんし、

いじめによって自殺するかもしれません。外

国で外国語で外国人と外国の勉強をして、

成績が良かったと言うのは、良いスタートだ

と思いますが、これから先、進路やストレス

で両親との対立のような物を予想しています。

物事力そんなにうまくいくとは思つていません。

問題が一つ片付くごとに、新しい問題が出

てきます。とりあえず、自分が何かしないと。

そうでないと、事が進みませんt

O14479327■H善 鞠 22006



2007

(32歳 )に とって14年 ぶ りの語学留学が決行された。滞在先は初の南半

球、ニューブーランド北鳥、コロマンデル半島のフィティアンガという町だ

つた。東京西部で生まれ育ち、田舎のない私連にとつて、海や山に囲まれ、

自然に恵まれたその町での滞在は、非常に新鮮であり、この土地に住む人々

は、フレンドリーでホスピタブル、まさにKiwiそのものだった。

私は、CAS(カ ナデイアン ア カデミー)の 新提携校であるEVA(イ ング

リッシュ ヴ ォヤージュ ア カデミー)で 約 1週間、真生は隣接する小中高

一貫公立校MBAS tマーキュリー ベ イ エ リア ス クール)で 約 2週間、

お世話になつた。日本で英語を学んだ経験は一度もなく、英会話力も全 くな

いが、これまで6ケ国を旅 してきた真生にとって、初対面の外国人とのコミ

ュニケーション ス キルは優れたものであり、初日から、何事にも動じず、

堂々とクラスに入つていく姿勢が見られた。また、親切なクラスメー ト十真

生専属講師の協力でクラス内外の行動に関しては、しっかりと面倒を見てく

れたようだ。さて、現在、通っている東京の公立小学校では、 1ク ラス40

ニュージーランド親子留学&現地事情

～地柳Zθα筋材 親子留学～

石川祐子 ・真生

昨年8月 、樽子 真 生 (7歳 )に とって初めての、そして、私、母 祐 子 名定員 1様 の校舎に1学年から6字年までの数十クラス

が設置されているが、MBASで は、 1ク ラス25名 以下

】クラスにつきl様のカラフルで明るいクラスルームに

て、子供達は勉強 生 活していた。日本では夏期休暇であ

ったもののビーク時は過ぎていた為、同学年の日本人生徒とは同時入学なら

ず、たった一人で本物のKlwi Lifeを吸収 満 喫したのではないだろうか?本人

固く、 5時 間授業はきつかったらしいが . 先 日、こんな雑誌の特集が目に

留まり、購入した。 (世界基準の子育て 「人間力を伸ばす」ニュージーラン

ド ス タイル社会を生き抜 く知恵と強さを育むヒミツ》 物が豊富に涯れ、何

不自由なくデジタル社会に生きている現代の日本の子供達十な しを要する大人

達に、ニュージーランド親子留学を通して、自然に戻 り、エコロジーでスロー

ライフな異なる世界も存在する事を知ってもらえたらと思う。

私は、真生に「今年の夏もニュージーランド行つてくれば?Jと提案しているc

そして、私は真生から「欧米か ?」 と突つ込まれる。いや、欧米ではない。新西

爾は iオセアニアか ?Jは たまた、先住民マオリは 「ポリネシアか?J(笑 )

EVA綬

Aotearoa

Dear Michi

The exantination rcsulis arc gradcd intO lhrcc calcgoric、i向rstl),twO One(1l i)and
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managcd to Lhe pcHllancnt rcsidence a month aso Casilン,the immiど「atiOn omcer
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伍 島拓 也

Dcar Michi

僕 は今年 ア メリカで行 われ る

世界マ ジ ック大 会に出場 しようと

思 ってい ます。21X171月 原 大栂

親子留学の人気は最近 目をみはるもの

があ')ます。私たちは日本人の規子をメイン

にお受けすることが多いですが、世界 的に

興味が高まってきているようです。お母さん

と3歳 ～10歳くらいのお子さんが一結に留

学し 期間は+2週 間からの短期留学から1

年間の長期まで様々。一般的には、親ごさ

んが当校で英語レンスンをうけ、5歳以上の

お子さんは現地小学校に加入します。5歳

未満 のお子さんの場合はベビーシッターさ

んのお宅でお世話をしてもらい同時に現地

の子供たちとも遊べる機会を持てるようにし

ています。EVAで 週に1、2回 行われている

アクティビティに親子で参加して乗馬やカヌ

ーなどのアウトドア体験もできます。滞在方

法は親子で一緒にホームステイしたり、フラ

ントやアブ`一卜を借りてステイしています。

親子留学の目的もまたそれぞれの規子

によって色々で、お母さんが留学したいけれ

ど子供は置いてしWナないし、じゃあ一緒に行

ってしまおう1という方、子供のインターナシ

ョナルスクールの受験準備 のためとかとに

かく子供を英語に触れさせたい方 、日本の

学校教育システムに不満を抱いてニュージ
ーランドの教育環境を体験しにぃらっしゃる

方 、、またお子さんが小学校に上がる前に

ゆったりとニュージーランドで親子―緒に過

ごしたい、と言った方々などみなさん色々な

理由でいらっしゃいます。

お子さんたちの過う小学校はマーキュリ
ーベイ小学校とぃう公立校で、当校とはす

ぐ隣同士にあるため、規子留学には非常に

便利な環境です。朝8時 50分 に子供を小

学校に送ってから、お母さんは9時から当校

で勉強します。フルタイムのコースを取る方

法は年後3時 に授業が終わり、隣の小学

校 にお子さんを迎えに行き、一緒に帰宅し

ます。

この小学校は規子留学でやってくる子

供たちに対して専属のサポート教師をつけて、

クラスで各子供たちの 様 につぃてお世

話をしてくれます。サポートは現地の教師が

英語で行ってぃますが授業についてぃけ

ずに寂しぃ思いをすることがなく、またクラ

スのお友違も協力してくれるので子供たち

にとってもとても安心できる環境です。

子供たちが小学校で何 か困ったことが

あればすぐに小学校から私 たちに連絡 が

届き、私が駆けつけることができます。また

お母さんが必要であれば授業をなけて小

学校にすぐ行ける そうぃう事態はほとんど

ありませんが、そうしヽうことも可能だというこ

とが彼らに安心感を与えているようです。

安心感、これが親子留 学にとっては大

手なことと考えています。他の一般留学生

にももちろん言えることですが、規子留学

は4今に 「子供をつれてJい らっしゃるわけで

すからお母様たちもナーブ`スになっている

ことがあります。英語のわからないお母様

たしは「必要な事態に子 供をきちんと守れ

るだろうか」と不安に思われるのは当然の

ことです。こういったところを私たちのよう

な現地スタンフが日本語 でケアしていくこ

とがとても重要です。何はなくともいつでも

気軽に話ができる環境作 りが大切だと心

がけています。イ可かあれば助けてもらえる、

という安心感さえ感じられれば、大体どの

規子さんもはつらつと楽しくニュージーラン

ド生活を楽しむことができます。

私たちの学校のあるこのフィティアンガ

の町は、小さな海辺のリツートタウンです。

人口は4,000人 と少なく、′」ヽさなコミュニテ

ィならではの地元の人々との暖かぃ触れあ

いや交/1Lを持つことができます。また美し

いビーチや山々力▼ ぐ目の前にある環境で、

のんび',とした町の雰囲気と治安のよいと

ころが親子留学に適した土地と言えます。

豊かな自然に恵まれたこの町で、子供たち

がキラキラと目を揮かせて自然や3j物たち

と戯れている様で、お母 さんたちは地元の

ママさんたちや EVAス タッフたちと英語で

おしゃべりをしたり、ホームステイファミリー

と一緒にお料理 したり、そういった何気

ない日常のすべてが

規子留学の理醐味

なのです。

片山あづみ

*梅 田 勇 EVAニ ユージーランドロ立高校進級準備クラス入学

*飯島拓也 ]轡三ラ=プラ子認ぱユ諸溌麟i質蟹,マぞ全i雷
米ニッ森輝世冷  E V Aニ ユージーランド固立高校進級準備クラス入学

米板津 梓 EVAニ ユージーランド国立高校進級準備クラス入学

*金 丸真治  EVAニ ユージーランド国立大学 入学準備クラス入学

*和 国 星   E V Aニ ュージーランド国立大学入学準備クラス入学

*管野 唯  難違三寂著雇了箸務署汗歪爵企審着
備クラス入学

*坂上千明  ニ ュージーランド テ ームズ国立高校二年進級

*江 原 悠

*鳴 島藍子

カナダビクトリア市立スペクトラム高校校長賞、成績優秀賃を受賞

英検準二級合格  *平 山俊明 鶴 見大学 文 学部入学

*道 方望都  英 国永住権取得 *苗 カロ野乃  武蔵工業大学、環境情報学部入学

*安 藤 玲 ルネサンス高校入学 *奥 本寸勇大 ル ネサンス高校入学


